
2024年3月2日の記事

【今日は何の日3】World Wildlife Day
明日3月3日は国連が定めた「世界野生生物の日」（WWD：World Wildlife Day）です。

世界野生生物の日は、ワシントン条約（CITES：the Convention on International Trade 
in Endangered Species of Wild Fauna and Flora）が1973年3月3日に採択されたこと
を記念して、2013年に国連が制定した記念日です。世界中の野生の動植物が私たちの生
活や地球環境に貢献していることを祝う日とされています。

今 年2024年 は、「Connecting People and Planet: Exploring Digital Innovation in 
Wildlife Conservation」をテーマに、世界中でWWDを祝う様々なイベントが行われてい
ます。

日本でも各地の動物園などで野生生物の日を記念した解説ツアーや記念イベントなど
が行われています。

当館では自然系展示室で常設展示として日本の里山で暮らす野生動物の標本を多数展
示するのとともに、昨年秋から付属博物館としての第1回企画展「キリンが来た道～麒麟
児 長次郎の歩み～」を開催しています。明日3月3日は休館日ですが、興味のある方はぜ
ひご予約の上ご来館ください。

#WorldWildlifeDay #WWD2024 #CITES  #日本獣医生命科学大学 #博物館

■Official website of UN World Wildlife Day
https://www.wildlifeday.org/en
国連の世界野生生物の日の公式サイトです。

■Get Involved
https://www.wildlifeday.org/en/get-involved
国連とCITESが共同で運営している世界野生生物の日の特別サイトのイベント紹介
ページです。各国で行われる世界野生生物の日の記念イベントがマップで表示されて
います。



③ ④

① ②

① World Wildlife Day 2024の公式ポスター
② 現在の自然系展示室の様子。左側のポスターが企画展「キリンが来た道～麒麟児 長次郎の歩み～」の

入口部分。ポスターの左端に写っているのが上野動物園にいた頃の主役の長次郎です。企画展エリ
アの手前側に野生動物の剥製が多数展示されています。

③ 企画展の主役である長次郎の全身骨格標本。展示室内ではなく一号棟の南階段上2階部分に展示さ
れています。

④ 長次郎が井の頭動物園にいた頃の写真を元に作製した等身大タペストリー。一号棟の東階段の横に
掲示されています。キリン好きの方は記念写真を撮っていただけます。

2024年3月2日の記事



① 学位授与式会場
② 一号棟では５月末まで開催予定のキリンをテーマにした企画展とコウノトリをテーマにしたミニ展

示も行っています。

2024年3月7日の記事

【活動日誌179】令和5年度学位記授与式
本日3月7日は本学の学位記授与式（卒業式）です。博物館スタッフ一同、心よりお祝い

を申し上げます。
当館は通常であれば見学に予約が必要ですが、学生と教職員、そして学位記授与式に

ご列席された方であれば、本日は誰でも自由に見学できるようになっています。博物館
が展示室として活用している一号棟は、明治42年に建てられた旧東京市麻布区役所の庁
舎を移築した建物です。卒業生の皆様には、ぜひご家族様と明治時代に建てられた歴史
的建造物の中で、袴姿の記念写真を撮られてはいかがでしょうか？皆様のご来館をお待
ちしております。

#日本獣医生命科学大学 #博物館 #卒業式

① ②



2024年3月9日の記事

【活動日誌179】コウノトリの展示が始まりました
2月29日より、関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会と当館の連携展示「おしえ

て！コウノトリ～日獣大にコウノトリがやってきた～」を開催しています。この展示で
は、千葉県野田市からご寄贈いただいたコウノトリ（個体番号J0094）の剥製を展示して
います。

コウノトリは「絶滅のおそれのある動植物酒の保存に関する法律（種の保存法）」に基づ
き国内希少野生動植物種に指定されています。コウノトリの剥製は新たに入手すること
が困難な貴重な標本であるため、貴重な標本を守りつつ展示ができるように、今回の展
示に合わせて専用のケースを特別に作ってもらいました。

コウノトリは大型の野鳥であり、剥製の高さは120cmほどあるため、コウノトリの全
身がケースに収まるようにケースの高さは145cmにしてもらいました。台座も含める
と、高さ168cmの大型ケースです。納品の際はアクリルでできた巨大なケースを傷つけ
ないよう、慎重に運んでもらいました。

ケースに収めた剥製は、定期交換展示室にて公開しています。現在の展示は5月31日
で終了する予定ですので、興味のある方はお早めにご来館ください。

（学芸員 石井）
#日本獣医生命科学大学 #博物館 #コウノトリ

■展示の詳細
https://www.nvlu.ac.jp/universityinstitution/news/20240208-01.html/
展示の詳細内容はこちらのページをご参照ください

■来館案内
https://www.nvlu.ac.jp/universityinstitution/004/access/index.html/
見学のご予約はこちらのページからお願いいたします



③ ④

① ②

① 納品の様子
② アクリル製のケースは静電気でホコリがつきやすいため、丁寧に掃除をしていただいてから剥製を

収めました
③ ケースに収められたコウノトリ
④ 展示の様子

2024年3月9日の記事



2024年3月14日の記事

【お知らせ】オープンキャンパス開催に伴う特別開館について
2024年3月16日（土）に本学のオープンキャンパスが開催されます。オープンキャン

パスでは高校の1 ～ 3年生・既卒生・教諭、および中学生等の皆様を対象に、各学科の説
明や体験講義、個別相談、研究室紹介などを実施します。

当館もオープンキャンパスに合わせて特別開館いたします。ご来館いただいた方は、
常設展示のほか、現在開催中の企画展「キリンが来た道～麒麟児 長次郎の歩み～」、およ
びミニ展示「おしえて！コウノトリ ～日獣大にコウノトリがやってきた～」をご覧いただ
くことができます。

なお、オープンキャンパスでは当日の来場人数を把握するため事前申込制を導入して
いますが、オープンキャンパスの総合受付にて当日の申込みも可能です（スマートフォン
等から必要事項をご入力いただきますので、事前にお申込みいただくと入場がスムーズ
です）。詳細は本学公式受験生サイト「ニチジュウNAVI」を御覧ください。

#日本獣医生命科学大学 #博物館 #オープンキャンパス

〈オープンキャンパス共通イベント 付属博物館自由見学〉
• 受付場所…一号棟1階　　　
• 実施場所…付属博物館（一号棟）
• 見学受付開始…10:00
• 見学受付終了…15:30（閉館16:00）
※オープンキャンパスに参加された方のみ見学が可能です



2024年3月16日の記事

【活動日誌181】オープンキャンパスに合わせて開館しています
本日3月16日は本学のオープンキャンパスが開催されています。当館は10時から16

時の間オープンキャンパスに来場された皆様の見学を受け入れています。
昨日から会場の設営を行い、一号棟の1階に見学の受付ブースを設置しました。博物

館についてのご案内をいたしますので、見学をご希望のご来場者様は一号棟1階受付ブー
スまでお越しください。皆様のご来館をお待ちしています！

（学芸員 石井）
#日本獣医生命科学大学 #博物館 #オープンキャンパス

〈オープンキャンパス共通イベント 付属博物館自由見学〉
• 受付場所…一号棟1階
• 実施場所…付属博物館（一号棟）
• 見学受付開始…10:00
• 見学受付終了…15:30（閉館16:00）
※オープンキャンパスに参加された方のみ見学が可能です

① ② ③

① 博物館のある一号棟の前にもオープンキャンパスのご案内が設置されました。
② メイン会場のE棟では様々なイベントが催されます。
③ 通常より1時間短い、16時までの開館となっていますのでご来館の際はご注意を！



2024年3月21日の記事

【活動日誌182】新入生歓迎イベントでの博物館動画の作成
本学では毎年、在校生が主体となった新入生歓迎会を開催しています。来年度の新入

生歓迎会では、新入生歓迎会実行委員会が博物館を紹介する動画を作成していただける
こととなり、博物館で動画作成のための素材動画の撮影が行われました。

当館は特に館内の展示室の見学の順路を定めていませんが、今回作成していただく動
画では東側入口から入って2階自然系展示室、歴史系展示室、キリン「長次郎」の全身骨格
を見学して1階に下り、最後に定期交換展示室を見学するルートを想定して動画を作っ
ていただいています。

1階の定期交換展示室では、動画撮影時はちょうど２月末からコウノトリのミニ展示
を開催するための準備中だったため、そちらの予告も入れていただきました。

新入生歓迎会をきっかけに、今年はたくさんの新入生の方が博物館に来てくださるこ
とを期待しています。

（スタッフ 廣瀬）
#日本獣医生命科学大学 #博物館

① ② ③

④
① 自然系展示室の企画展エリアの動画撮影の様子。企画展の展示

内容について質問をしてくれて、しっかりメモも取ってくれま
した。

② 自然系展示室の剥製の撮影の様子。
③ 歴史系展示室の撮影の様子。こちらの部屋は普段は写真撮影を

禁止としていますが、今回は学内の新入生歓迎会で使うためだ
けの博物館紹介動画の撮影ということでしたので、特別に撮影
を許可するかたちとなりました。

④ 定期交換展示室内、コウノトリのミニ展示エリアの撮影の様
子。撮影時は準備中でしたが現在展示が公開されており、新入
生が入学してくれる4月も展示中ですので、動画では予告とし
て紹介していただいています。



2024年3月23日の記事

【活動日誌183】広報用の動画撮影に協力しました
博物館を活用した動画の撮影が続いています。先日は広報用の大学紹介ビデオの撮影

場所として、当館が活用されました。動画は大学の見どころを紹介するもので、撮影場
所や動画の内容は獣医学部の学生さんが企画し、プロのカメラマンに撮影をしていただ
きました。

完成した動画は本学のオープンキャンパスで上映するほか、youtubeでの公開も検討
しているそうです。動画の公開が決まりましたらfacebookにてお知らせいたします。

（学芸員 石井）
#日本獣医生命科学大学 #博物館

① ② ③

① カメラマンさんと学生さんがキリンの骨格標本の迫力が伝わる撮り方を相談していました
② 自然系展示室での撮影の様子
③ 2月29日から始まったコウノトリの展示の様子も撮影していただきました



2024年3月28日の記事

【活動日誌184】卒業生の団体見学を受け入れました
先日は、本学応用生命科学部動物科学科システム経営学教室の小澤壯行教授から博物

館の団体見学のお申し込みをいただき、本学の前身校である日本獣医畜産大学時代の畜
産学科26期卒業生のみなさん12名での団体見学をお受けしました。

参加者の中には卒業して初めて大学に来たという方もいらっしゃり、一号棟以外の建
物が新しくなり、古い建物がなくなっていることに驚く方が多かったようです。

最初に一号棟の入口で一号棟の来歴や、国の登録有形文化財となったこと、数年前に
耐震補強工事等を行うとともに、曳家により位置が少し南にずれたことなどをお話しす
ると、学生時代の一号棟との違いに改めて気づき、写真を撮ったりされていました。

その後一号棟内に入った後は、現在開催中の企画展の主役、長次郎についての解説を
行い、歴史系展示室にご案内しました。歴史系展示室ではガラスケース内に展示されて
いる大学案内の写真パネルを見て、そこに写っているテニスコートでテニスをやってい
た、自分が写っている、などといった声が聞こえ、卒業生ならではの楽しみ方をしていた
だいたようでした。

最後に博物館では大学史に関わる資料を収集しているため、ご協力をお願いする形で
ご案内は終了となりました。今回のような同期会を含めて、本学の卒業生や元教職員の
方々でお集まりになる機会がありましたら、ぜひ当館の見学もご検討ください。ご見学
のお申し込みをお待ちしております。

（スタッフ 廣瀬）
#日本獣医生命科学大学 #博物館



③

① ②

① 一号棟の前で解説する様子
② 建物内の移動時に、一号棟の部屋の利用状況

が変わっていることに気付かれ、みなさんが
学生の頃は一号棟内に事務部があり、何度か
訪れたというお話を伺いました

③ 歴史系展示室での見学の様子

2024年3月28日の記事



2024年3月30日の記事

【フォロワー 150人記念】
当Facebookページのフォロワーが150人となりました。みなさんの当館の活動への

ご理解・ご協力に心からお礼申し上げます。
これを記念して、今回は今年2024年から150年前、明治7年（1874年）に発行された獣

医学の専門書「療馬方符」をご紹介させていただきます。
この本は、1862年にアメリカで発行された馬の治療に関する本を翻訳してまとめたも

ので、陸軍の獣医師が馬の治療の際に用いる基本の処方箋として用いられたものと考え
られる、日本初の馬医用処方集です※1。

原作者名は「蘇篤涅安實」とされていますが、当館では何という名前の人物なのか特定
できていません。訳者である深谷周三は、本学の歴史の記事で度々触れてきた、本学と
かかわりの深い人物です。療馬方符には「陸軍馬医副」の肩書で冒頭に緒言を記していま
す。校訂者の「三浦煥」は陸軍の医師で、明治初期の陸軍軍医学校で教官だったことがわ
かっており、1879年に大阪で発行された「大日本名医一覧」にも掲載されている人物です
※2。

当該書籍は本学の前身校の一つである日本獣医学校の初代校長深谷周三の書いた本で
あり、また獣医学の歴史的にも重要な資料として、2022年に収集しました。獣医学史に
関する資料の収集は当館の役割の一つです。新年度は収集した資料の展示公開を目標と
しています。

（スタッフ 廣瀬）
※1 参考文献：佐藤文比古. 1969. 最初の馬医処方集「療馬方符」. 薬史学雑誌4(2)63p.
※2 参考文献：沼津市明治史資料館. 2019. 大日本名医一覧. 沼津市明治史資料館通信

137号1p.
#日本獣医生命科学大学 #博物館

■【大学史の紹介4】陸軍における馬医教育と本学とのかかわり
https://www.facebook.com/nvlu.wildlife.museum/posts/239662787891005



2024年3月30日の記事

① ②

① 療馬方符の表紙。サイズがとても小さく、まさにポケットに入れて現場に持って行くための冊子の
ように感じます。

② 療馬方符の訳者である深谷周三の写真。写真は、『【大学史の紹介4】陸軍における馬医教育と本学と
のかかわり』でも用いたものです。




